
験震 H寺報第 36巻
第 1，2 号 77~84民

1970年 7月26日「宮崎県沖の地震」の調査報告?

福岡管区 気象台

1. 概要料

1970年7月26日07時41分ごろ，西日本一帯の広い範囲

にわたって地震を感じた.震央は，宮崎県沖で，北緯320

.04' ，東経1320
，02'，震源の深さは10km，地震の規模M

=6.7であった.

本震に引続き，震央に近い所では最大震度4を含む余

震があったが，余震の回数は減表が早く，同日17時以降

にはこの地震に伴った有感地震は観測されなかった.

この本震で、は，弱い津波が観測され，検i朝儀に記録さ

れた津波の最大は，油津で約 20cmが観測されたが，津

波による被害はなかった. しかし，震央に近い宮崎県の

一部に地震による被害があった.

なお，今回の地震は，九州管内に67型地震観測装置を

設置じ 6月1日から正式に運用を開始しで，はじめて

の顕著な地震でおり，ここにはその観測結果を用いて調

査した結果を報告する.

2. 本震の状況***

この地震では，前震は観測されず， 26日07時41分ごろ

に突発した.各地の地震観測結果の詳細は，気象庁地震

月報を参照してもらうことにして，、地震の大要を第 1表

に示す.

第.1図(1)， (2)には，宮崎地方気象台および延岡測候、

所における倍強震計に主る地震記象を示じた.
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第 1図(1) 宮崎における 倍強震計の記録
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第 2図(2) 延岡における一倍強震計の記録

宮崎県沖で:は，後述すてるようにしばしば顕著な地震が

発生しているが，今回の地震は， 11968年日向灘地震j

第 1表本震の観測結果

官 署名|震度|発震時 I p~SI 更正最大全振幅|震央距離
h 立1 s s ロ1m P ‘ ，km 

r品ムマ 自奇 5 07 41 21 フリキ Fレノレ 59. 7 

延 岡 4 07 連1 21 7.4 66.1 

大 分 4 07 41 33 15.5 32 134.9 

J只d長'て 本 4 07 41 34 15. 7 46 149.2 

干高 岡 2 07 41 45 27.5 7 
一~、

228.2 

山 3 07 41 45 28.9 8 208.6 

* Fukuoka D. M. 0.: The Earthquake， of July26， 1970， OccurredぽfMiyaiakiPrefecture(ReceivedFehruary 1， 1971) 

料 ι 坂本琢磨

*** 坂本琢磨，橋本春、次
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78 験震時報第 36巻、第-1，2号

以降 2年3か月ぶりのものであった.ここでば，今回の

地震と 11968年日向灘地震j とを比較しながら調査を進

めたの-:e'，その結果の概要を述べる.

(1) 発震の状況

7月26日の本震では， 67型地震観測l装置によ右小地震

観測結果からも前震は観測されなかった. p968年日向

灘地震jで毛，その前震は観測されず突発した地震であ

った.

余震についての詳細は，次の項で述べるが，この震源

域の地震には，顕著な余震が発生しているので，その状

況を第 2表に示す.

第 2表津波予報を発表した地震、

¥ ¥ 要素|本震ト余震

一¥¥ I "''¥:: ，m-itt， 1規模I>">:".，，g. rtt， I規模
地震 名〉¥¥|発震時 iM|発震時 IJ'M

一一一|月日時分 1 日時分i
7.26宮崎県沖の地震 17 26 07 411 6.7126 16 101 6:1 

1968年日向灘地震 14 1 09 421 7. 51 1 16 131 6. 3 

なお， 1968年日向灘地震の震央は，北緯32017'，東経

132032' ，震源、の深さは 30kmとなっている.

(2) 震度分布

第 2図には，本震の震度分布を示す二この震度分布を

みると，震度2の震域が瀬戸内海へ延びる.このような

震度分布の傾向は，この地震の余震および F1968年日向

灘地震jからもうかが九る.また，この震度分布からは
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第3図 震度と震央距離の関係

j支u、震源にもかがわらず中国地方の日本海沿岸に震度2

の異常な震域が現われた.

第 3図には，震央距離と震度の関係を示した.この有

感範囲は，西側へはd震央ーから約 250km，北または北東

へは約450kmまでに達している. 1968年日向灘地震の有

感範囲も震央から西側へは約 300kmとなっているのに

対 S，北または北北東へは約，750kmまで達している.

参考のため，これらの地震による有感半径および震央

距離 100'kmにおける震度を， Gutenberg，河角のそれぞ

れIの式から求めると次のようになる.

地震名|有感半径
離
度
一

一
マ
可
一

巨
伺
一

4

5

央
同
一
約
、
約

日

U

一

震
叩
一

7.26、本震

1968年日向灘〆 661 

362km 

なお，第3図のうち，各震度のプロットは1970年宮崎

県沖の地震による観測値で，実線は各震度の震央距離の

おおよその平均点を結んだものであり，点、線は同様にし

て求めた1968年日向灘地震の値である.また，そ札ぞれ

の震度の曲線から約 400km遠距離のところに示した短

かい曲線は異常震域と考えられる震度の曲線を示す.

( 3) 走時

第 4図，は，和達，益田の標準走時曲線に今回の地震

(H，: 10 km)および1968年日向灘地震 (H，30 km)の

P波の観測値をプロットしたものであり，縦軸の P← Po

は，震源における発震時(九〉から各観測点に達する P波

の経過時間を示すもので-ある.

これらの地震は，いずれも震央が海域であり，震央に
=ムE
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20 

1∞ 200 300定夫提髄 400km'

第4図走時

0:今回の地震

• : 1968年4月1日の日向灘地震

近い走時の検討はで、き、ないが，震央距離60km以上の観

、測値は 2，....，3のものを除き，それぞれの走時に大体一致

している.

(4) 初動分布

九州内陸の地震では，その初動分布が，四象限型を示

すものが多いが，宮崎県沖の地震では四象限型に引けな

いものが多い.このことは，地震観測指針(参考編)に

よると，この地域の発震機構について，前者はポ平断層

型であり，後者は初動分布が二象限となり上下断層型で

あると説明している.

ここには，地震月報の資料から初動り地理的分布を定

性的に調査したので，その結果を第5図に示す.初動分

布の作図にあたっては，高木，市川の文献を参考にし，

高木の走時を用いた.また，第2転向円の半径は，一地殻

構造の地域性からか観測値を満足させないので，この地

震についての P波解析(走時から転向点を求める)の結

果から約 180kmとした.

ο 

第¥5図初動分布・:押し， 0:引き

*広森章

なお，後日九州、|一帯の初動分布を調査し検討する.

(5) /地震の規模 (M)と更生最大全振幅

この地震では，津波予報を発表した.第 6図には，地

震月報による求震の規模 M=6.7および 1968年日向灘

地震の規模M=7.5と，更正最大全振幅の観測結果との

関係を示し，今後の検討資料としたい.なお，Mの曲線

には坪井の公式を準用しfこ.
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第6図 地震の規模(M)と更正最大全振幅

x:今回の地震

• : 1968年4月1日の地震

3. 余震の状況*

川ままでに，日向灘で起こったやや顕著以上の地震は，

ほとんど余震を伴っているものが多い.今回の地震も，

各地の資料によると本震発生後多くの地震を観測してい

るが，これらのほかに，管内 6官署に設置しである磁気

テープ記録式電磁地震計にも小地震が多く記録されてい

る.ここでは，磁気テープ記録式電磁地震計の資料によ

る地震回数，余震の減表，余震域などについて調べてみ

7こ.

( 1 ) 地震回数

第 3表は管内 6官署(宮崎，延岡，大分，熊本，下関，

長崎〉の磁気テ{フ。記録式電磁地震計に記録した地震
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80 験震、時報第、36巻第、 1，2号

第 3表地震回数

7Z竺土町 1

A~10mm 9 5 2 3 
宮 崎

A<10 1 2 

A二三10 22 3 2 2 
延 岡

A<lO 33 15 7 1 .2 

A2:10 7 3 1 

大 f 分
λ<10 7 2 2 

A~10 7 3 3 
員長 本

A<:10 10 2 3 

A~10 3 
下 関

A<10 6 1 

A二三10 3 1 
長 崎

A<10 4 3 1 

を発震後，本震を含めて 1時間おきに集計したもので，

表中，上段は1000倍記録で最大全振幅が 10mm以上，下

段はlOmm未満の地震の回数である.

この表からわかるように，震源、に近い延岡，宮崎では

他の官署よりも，より多くの地震を記録している.また，

延岡と宮崎の回数をくらべてみると，両官署は震源から

ほぼ同じ距離にあるにもかかわらず，延岡での地震回数

が多いが，これは，宮崎では変換器を地下7mに埋設し

であり，また，従来，宮崎では全般的にノイズが大きく

でる傾向があり，このため小さな地震とノイズとの区別

がはっきりしないことにも原因があるようである.

(2) 余震の減衰状況

余震は本震発生後 1---2時間以内に集中して起こって

いる.前項でものベたように，延岡での地震回数が6官

署のうちで最も多いので，延岡だけの余震の減衰の状況

を図示すると第Y図のようになる.

第 3去によると，延岡では本震発生後 1時間以内に，

本震を含めて55回もの地震が起こっているが 2時間後

には18回と前 1時間にくらべておよそ 1/3に減少し 3

時間後には 1/6に減少し，その後は聞けつ的に小さな地

震が起こっていることがわかる.

なお， 16時 10分ごろ，本震に次ぐ M=6.1の地震が

起こったが，その後は翌々、日の28日の地震を含めて数回

起こっているにすぎない二
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第 7図 延岡における毎時の地震回数

今回の地震では，本震に次ぐ大きな余震は本震発生後

8.5時間経過してから起こっている.そこで， 1926年以

後に日向灘で起こったやや顕著以上の地震で，余震を伴

い， しかも本震発生後数時間以内に本震に次ぐ大きな余
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1970年 7月26日 f宮崎県沖の地震jの調査報告一一福岡管区気象台 81 

震が起こった例をあげると，次のような地震があげられ，

その他の地震では発震後 1ァー 2時間経過してから大きな

余震が起こっているようである.

1958年 5月9日(本震発生後 5時間)

1961年 2月27日(、 11 7 11 ) 

1968年4月 1日( '. 11 6.511) 

(3) 震央分布と余震域

地震月報によると，この地震で本庁で震源を決定した

地震は28日の分まで合わせると 14f固の地震がある.この

ほかに，磁宗テープ記録式電磁地震計に記録した 3官署

以上の資料により，福岡で震源、を推定した地震は 7個あ

るが，これら21個の地震の発現時，震源，規模は第4表

に示すとおりである.表中，地震の規模 M を記入して

ないものは，福岡で推定した震源で、ある.

この表にもとづき，震央分布図を作ってみると第 8図

のようになり，本震からとくに離れている地震を除くと，

余震域は北西一南東に長軸(約 50km)，北東一南西に短

第 4表 余震の状況

巧コ時じA雪zzZ- 震

日時分

日 h rri 
26 07 41 320 04' 

07 59 32 04 

08. 03 32.0。
08. 04， 32. 0 

08， 08 32. 2 

08 09 320 07' 

08 24 31 53 

08 . 28 32 10 

08 34 32 14 

08 36 32. 0。

09 23 230 09' 

09 25， 32 19 

09 31 31 46 

10 57 32. 00， 

11' 30 31. 9 

11 ，38 320・ 03'

13 35 32 06 

16 10 32 07 

16 34 32， 20 

27 .1605 320
' 02' 

28 03 12 32 06 

* 橋本春次，坂本琢磨

料宮崎地方気象台

ー，ー
源

え (E)''-'I深kmさ

1320 02' 10 

131 58 10 

132. 2。 、10

132: 0 10 

132. 0 30 

1310 55' 10 

131 55 30 

131 46 。。
132 01 。。
132: 10， 20 

1310 51' 。。
131 48 。。
132 01 20 

132. 2。 10 

131. 9 10 

1320 04' 00 

132 00 。。
132 06 10 

132， 20 40 

1320 06' 10 

132 15 10 

規地震模の

M 

6.7 

4. 7 

4.0 

4.3 

4. 7 

4.3 

3.7 

4.0 

4.2 

4.8 

4.4 

6. 1 

4. 0 

3.9 

仁
31 

132 

第 8図 震央分布と余震域

軸(約 30km)，をもっほぼだ円内にまとまる.

このだ円の面積はおよそ 1，100km2となり，これは穿

津による余震面積とほ日一致する. したがってト今回の

余震域は前記 50，30(km)のだ円と考えてよさそうであ

る.なお，地震の深さは浅く" 10km'ぐ白いのものが多

し、.

4. 津波:の状況*

この地震発生後約20分くらいで震央に近い沿岸では，

弱い津波が観測された.

第 5表には，この津波による検潮儀記録が明りょうで

あった検潮所の観測表を示す.

波源、については，資料が少ないため詳細な調査はでき

なかった.津波の伝搬速度は，‘この震源から九州、|東岸の

平均水深を約，500mとして， 、/五五から約 4kmjmin'と

なる L この震央付近の津波は，九州、|東岸には発震後15""

20分で到着することになり，観測結果とも大体一致す

乙.第 9図には，プL州東岸の油津，四国南西岸の土佐清ー

水の検潮記録を示した.

5. 被害状況**

宮崎県内で13人が負傷したほか，南九州、|の国鉄7線区

が一時運休、国鉄ダイヤが一部混乱した.海岸地方では'
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A8URATSU 

TOSASHltvllZU 
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んイ~-~~

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

第 9図 検 j朝 ー記 2ま

第 5表 津波の 観測表

要素i第 一 波 | 津 の

検潮戸ヘ 伊豆jzlAZ|〉発生時刻陣波の高さ|周 期|
備 考

Cロ1 h m C町1 ロlln
京田 島 08. 00 +15 10. 20 23 19 ケルピ/'(国土地〉

I由 j宰 08. 04 +14 08. 22 20 20 ブース(気象庁〉

土佐清水 08. 10 +15 08. 21 23 22 フース C気象庁〉

津波が案じられたが，最高 20cmぐらいの潮位の上昇を たほか，上り下り‘列車とも30分から 1時間遅れた.

みただけで津波による被害はなかった. 油津海上保安部では，巡視船を出動させて津波の警戒

地震による直接の被害では，負傷者は宮崎市，日南市 に当たるなど一時は緊張した.また，宮崎市折生迫など

などで，地震のためあわてて戸外に飛びだすときにつ差 の漁船はいっせいに沖に待避したが，幸い津波による被

ず、いて転倒したり，、階段を踏みはずして転倒しだり iあ 害はなかった.なお，各海水浴場でも遊泳を禁止し，ノミ
/ ー

るいは倒れたタンスの下敷きになっだものが多かった. トカーや警察署員を動員して警戒に当たった.

また，商庖街などでは陶器庖，ガラlス庖， 1自庖などで被 第 6表には，宮崎県警察本部調べによる被害状況(同

害が続出， ，陳列ケースJ食器，ガラス板などが破損し見. 月27日12時現在〉を示す.

ガケくずれによる道路の損壊もあり、日南市獣肥一狩

倉間県道で長さ40m，幅 10mにわたって土砂がくずれ

落ち，約 200m3 の土砂が道路をふさぎ通行不能になっ

たほか，ガケくずれ4か所、道路の通行不能 5か所以生

じた.また，宮崎空港でも飛行機の誘導路に，前からあ

ったひび筈IJ札がこの地震で広がり，長さ約 10mにわた

って幅 2cmから 6cmのいく筋もの割れ目となったが，

飛行機の運行に支障はなかった.

一方，県内の国鉄では，地震直後の列車の運行を中止

し，保線区員が線路状況を点検，異常のないことを確認

したあと，同日午前8時58分から運転を開始した.この

間， 日豊本線， 日南，妻，古都線で明j車18本がストップ，

宮崎駅発上'り急行フェニッグスが約 1時間遅れて発車し

負傷 者 ( 人 )1-.12 

道路欠壊(カ所〉

13 

5 

4 

なお，この地震により 1名死亡の被害が新聞などで報

道されたが，これは本震によってガケくずれがあった都

城一日南の道路を通りかかった人が同日14時10分ごろ，

地震で岩盤がゆるんで、いたため大石が通行中の車に落下

し，その下敷きとなっで死亡したもので;地震の被害か

らは除いた.
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第 7表 宮崎県沖におげる過去の顕著な地震表 (Mミ6 1885--1970年)

発震日時分 |震 央 名 I ~(N) Iえ(E) I深さ Hi規模MI 官白 考

1899年(明治32)V月124日00時4分1 日
km 

向 灘 ，320 1320 
6.8 

1900(明治33)X 17 20 16 // 32 132 6.3 

1901(明治34)X 15 10 04 日向固有明湾 31024' 131012' 6. 1 

‘1903 (明治36).VII 16 21 21 日 向 灘 320 1320 
6.2 

// X 11 0141 // 32 131048' 6.3 I灯台装置損傷

1906(明治39)m 13 22 27 // 32010' 131 50 6.8 

// 四 921 14 // 32 30 131 50 6.2 

// 1唖 922 25 // 32 10 131 50 6.5 

1907(明治40)X 20 11 10 // 32 10 131 50 6.4 

1908(明治41)刃 9 00 28 日向灘北部 32.50 132.0。 6. 1 

1909¥明治42)刃 1015 14 日向灘はるか沖 31. 8 -132.6 7.91潰家あり，壁亀裂多数

// xn 27 23 09 日 向 産t32.5 ' 132.0 6.2 

1913(大正 2)W 13 15 40 // :32.0 132.0 7.1 I壁亀裂，器物落下

// N 20 23. 53 // 32.0 132.0 6:2 

// XI 1 09 44 日向は石か束J方沖 32.0 132.5 6.1 

'1914(大正 3)X29 05 13 日 向 度t31. 6 131. 6 6.2，，/ 

1915(大正 4)X 23 1117 // 32. 1 132.0 6. 1 

1918(大正 7)N .2 12 34 日向東方沖 32.0 132.5 6.2 

// XII 10 03 49 // 32.2 132.5 6. 1 

1919(大正 8)xn 21 06 39 日 向 灘 31. 6 131. 9 6.3 

1923(大正12)医 2821 04 日向灘南部 32.2 132. 1 6. 1 

1924(大正13)m 16 13 29 日 向 産t32.0 132.0 6.3 

1929(昭和 4)V 2201 35 宮崎県沖 31. 7 132.2 30 6.8 I壁亀裂，煉瓦煙突の倒壊

1931(昭和 6)刃 2 03 53 // 31. 9 132.2 O 6.3 

// XI 2 19 03 // 32.2 132. 1 20 6.6 I死者 1，傷者29，全壊 5，半壊21

// 刃 220 00 // 32.2 132.3 40 6. '2 

'1937(昭和12) L 6 06 38 // 31. 50 132.50 。--20 6.5 

-1939(昭和14)皿 2012 22 // 32.3 131. 7 10 6.6 I死者 1，傷者 1，被害家屋多数

1941(昭和16)VII 20 00 13 // 31. 8 131. 9 2'0 

67 34 ||{{者「1日8向，家f地屋全雲J壊小27津，波半，壊死32者，船2舶，傷転
// 刃 1901 46 // 32.6 132. 1 。--20

覆流失3
1942(昭和17)咽 2218 01 // 32.2 132.3 。--40 6.2 

// 1唖 25.2355 // 32.2 132.5 20 6. 1 

1948(昭和23)V 9 11 09 // 31'-5 131. 8 O 67l壁土の落下瓦のくずれ

1961(昭和36) II 27 03 10 // 31036' 131051' 40 7.0 死者 1，傷者 7，家屋全壊 3，半壊1&

// XI 27 14 57 // 31 18 131 33 40 6.0 

1963(昭和3.8)X 4 08 24 宮崎県東方沖 :31 53 132 09 20 63l窓ガラ X破損

1968(昭和43)N 1 09 42 日 向 議t32 17 132032' 30 7.5 傷者16，建物損壊22

// N 1 16 13 // 32 18 132 23 。。 6.3 

1969(昭和44)町 21司1619 // 32 09 132 07 10 65l儲 2(腕山

1970(昭和45)VII 26 07 41 宮崎県沖 32 04 132 02 10 6. T 傷者13，道路損壊 6，111崖くずれ6

// VII 26 16 10 // 32 07 132 06 10 6. 1 
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6. 宮崎県沖における過去の顕著な地震*

第 7表は1885年から過去85年間に，宮崎県沖に発生し

た地震の規模 Mが 6.0以上の地震を示す.

この表でわかるとおり宮崎県沖に震源をもった地震の

うち M が 6以上の総数は，余震を含めて 41回で，ちな

みに当管区で一応の津波予報判定の区分として，111のみ、

を考慮した場合の分類とそれぞれの回数は，

「ツナミナシ M 二6.0----6.6 31回

「ツナミオツレ Mニ 6:7----6. 9， 5回

「ヨワイツナミ J M=7.0----7.7 4回

「オオツナミ M=7.8以上 1回

であり，おおむね 2.1年に 1回の割合で発生している.、

震源の深さは， 0----40 kmまでで比較的浅く，平均で

18kmである.

次に震央の分布は第10図に示したとおり，北緯32.00，

東経 132.0。付近に集中し，これは今回の余震域(第 8

図〉とほとんど一致している.

発震時の時間的分布は特にピークがな。く 2----3時i

4，.....， 5時， 17時，.....，18時の間は発生回数が Oであるが他の

時間帯は 1回ないし 3回ずつ平均的に分布している.

7. おわりに林

宮崎県沖は，九州一帯で、最も地震活動が活発な地域で

あり，過去の資料にみられるように，地震の規模も大き

く，津波を伴う地震もしばじば発生している. したがっ

'て古くからこの地域の地震について先輩らの調査研究

は，験震時報，研究時報，地震，震研い報などにみられ

るように， 20余点に及んでいる

今回の調査では，観測値によって地震の状態を示rすに

とどまったが，今後は九州地域でのおもな震源域として

*益子質

料坂本琢磨

33 

32 

31 

o .@o 

• O 

132 

@ 

。

第10図 顕著な地震の震央分布

(1885----1970年，111~三 6.0)

o : 6.0----6.6，・:6.7，.....，6.9 

@ : 7.0----7.7， ⑥: 7.8以上

総括的な調査を進めていきたい.

31 

おわりに，この地震による津波資料作成にあたって資ユ

料の提供を受げた国土地理院測地3課検j朝係および大阪

管区の関係官，地震資料等について，協力願った管内官署ー

の担当官へ謝意を表する.
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